
１．基本情報
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２．施策目標（施策指標）

№

３．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価及び対応方針

４．今後の展望（評価会議最終評価）

平成３０年度　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 総合的な環境対策の推進

単位施策名称 資源循環による環境負荷の低減

施策の
方向性

●ごみを適正に処理するため、分別・収集・処分までの効率的な仕組みづくりを推進しま
す。

目標指標 単位 区分
計画策定
時の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標

(R2)

1
ごみのリサイクル
率

％

目標値 14.9 15.9 16.1 16.5 16.9

実績値 11.8 13.7 13.8 14.4 0.0 0.0

2

目標値

実績値

0達成状況 未達成 未達成 未達成 0

目標値

達成状況

4

目標値

達成状況

3 実績値

実績値

達成状況

（施策目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

家庭系ごみは減少し、再資源化量は増加しましたが、事業系普通ごみの増加により、未達成となり
ました。

事業所に対し、引き続き事業系ごみの減量・リサイクルの取組について周知、啓発を行います。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

目標値未達成ですが、目標値到達率は８０％を超えていることから、概ね達成と見なします。引き続き目
標値の達成を目指し、現在の方向性で施策を継続することとします。



【参考】施策の推進に要したコスト (単位:千円)
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区分 事業名称 事業費

施策の成果を
押し上げる

事業

事
務
事
業
計
画

廃棄物の適正処理推進事業 1,143

施策の成果を
維持する事業

財
政
計
画

清掃総務一般事務事業 81

塵芥処理一般事務事業 395

容器包装リサイクル事業 13,010

清掃車両維持管理事業 5,097

広域ごみ処理施設管理運営費負担金事業 330,884

環境センター維持管理事業 33,632

家庭ごみ収集運搬・選別事業 180,686

一般廃棄物最終処分事業 36,464

大型ごみ収集運搬事業 27,000

合計 628,392



１．基本情報

政策体系

3

1

3

２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

平成３０年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 廃棄物の適正処理推進事業 事業番号 313101

担当部署名 町民生活部 環境課

「ごみ処理基本計画」の推進のため、資源回収や適正処理事業を行います。また、災害廃棄物処理計画に基づ
き、県や関係団体との調整を図ります。

活動計画 活動実績
○
○

○

○

雑がみの分別収集を実施します。
事業系ごみの出し方についての手引き書を作成し、
配布します。
町民を対象に「廃棄物処理施設見学ツアー」を実施
します。
町内会に不法投棄防止のための監視カメラを貸出し
ます。

○

○

○

○

雑がみの分別回収を各家庭に実施していただくよう
「家庭ごみの正しい出し方」等で周知しました。
事業系ごみの「減量・リサイクルガイドブック」を
作成し、配布しました。
町民を対象とした「廃棄物処理施設見学ツアー」は
災害の影響で実施できませんでした。
不法投棄防止のための監視カメラを購入しました。

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 総合的な環境対策の推進

単位施策 資源循環による環境負荷の低減

R1年度 R2年度

① 事業系一般ごみの排出量 ｔ

目標値 4,176 4,050 4,349 4,169

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 未達成 未達成 未達成

3,975

実績値 4,342 4,541 5,430

569.1 565.3 561.5

実績値 567.2 567.7 547.1

目標値 578.7 572.9

達成

③ 0

目標値

② 家庭ごみ排出量 ｇ/人・日

達成状況 達成 達成

達成状況

目標値

実績値

指標の設定方法 ごみの減量化が目的のため、ごみの排出量を指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

当初予算 1,454 0 674 0 0 780

433決算 1,143 0 710 0 0



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

８．今後の展望（評価会議最終評価）

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

事業系一般ごみの排出量は、大型商業施設の増床の影響で目標を達成できませんでした。
家庭ごみについては普通ごみの排出量が減少したことを受け目標を達成しました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業継続

方向性を踏まえた
今後の展望

目標値未達成ですが、目標値到達率は６０％を超えています。分析内容に留意しつつ、引
き続き目標値の達成を目指し、事業を継続することとします。

事業継続

事業系ごみについては、引き続き事業系ごみの出し方の手引書を配布し、周知します。
家庭系ごみは、「ごみ分別アプリ」の充実等、様々な媒体により、周知、啓発を行うとともに、不法
投棄防止等のため、ごみステーションのパトロールや監視カメラの運用を開始します。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

今後の方向性 事業継続

事業系ごみについては引き続きごみの出し方の手引書を配布し、周知に努めます。
家庭系ごみについても「ごみ分別アプリ」やパンフレット等、様々な媒体で周知するとともに、パト
ロールや監視カメラの活用により不法投棄の防止に努めます。

作成担当課長 環境課長　宍田　貴

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

事業系ごみの増加要因は、大型商業施設の増床によるもので、目標を達成できませんでした。
家庭系ごみについては、新たな分別収集の実施や啓発等により目標を達成しました。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性


